
　  

図－２　２次系配管の肉厚検査等

今定期検査において、合計１，０５７箇所について超音波検査（肉厚測定）等を実施した。
　<超音波検査（肉厚測定)：１，０４３箇所、内面目視点検：１４箇所>

点検概要

○２次系配管肉厚の管理指針に基づく超音波検査（肉厚測定）

○今定期検査開始時には７６箇所の配管取替えを計画していたが、作業性の観点から３箇所を追加し、
   合計７９箇所について配管を取替えた。

取替概要

【取替理由と取替箇所数】

○２次系配管肉厚の管理指針に基づく内面目視点検
　　高圧排気管の直管部１４箇所について内面目視点検を実施した。

※１：(点検対象部位総数)定検開始時点からの変更内容

※２：(今回点検実施部位)定検開始時点からの変更内容

※３：その他部位の未点検部位４７５箇所のうち、４１８箇所を点検、５７箇所を取替えた。
　　　　このため今定期検査後の点検未実施部位は０箇所となった。

 （点　　検）

 （結　果）

○計算必要厚さを下回る箇所、および余寿命評価で次回定期検査までに計算必要厚さを下回る
　可能性があると評価された箇所はなかった。
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＊取り替えは第１、第２低圧給水加熱器
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①余寿命10年未満で減肉が確認された
　ため取替えた（８箇所）
　　・　炭素鋼　　⇒　ステンレス鋼　　　　５箇所
　　・　炭素鋼　　⇒　同種材料（炭素鋼） ３箇所

②配管の保守性を考慮して取替えた
　　（３箇所）
　　・　炭素鋼　　⇒　ステンレス鋼　　　３箇所

③これまでに他プラントで減肉を確認した
　類似箇所（６１箇所）

　　・　炭素鋼　　⇒　ステンレス鋼　　６１箇所※4

　　　　※4:その他部位の未点検部位５５箇所
　　　　を含む。

④作業性を考慮して取替えた
　　（７箇所）

　　・　炭素鋼　　⇒　ステンレス鋼　　７箇所※5

　　　　　（当初計画４箇所に３箇所を追加した）
    　　　  ※5:その他部位の未点検部位２箇所を含む

　取替箇所数合計　：　７９箇所

総数 未点検部位 理　由

主要点検部位 ０ ０ －

その他部位 ＋１９ ＋１９ ・スケルトン図と現場との照合結果による増減：＋２０箇所、－１箇所

 理　　　　　由

主要点検部位
・他プラントの減肉事象を踏まえた変更：＋３箇所
・他の配管取替工事により追加で点検した箇所：＋１箇所

その他部位
・スケルトン図と現場との照合結果による変更：＋２０箇所、－１箇所
・他プラントの減肉事象を踏まえた変更：＋５箇所
・今定期検査において追加で配管を取り替えた箇所：－３箇所

合計 ＋２５

今回点検実施部位

＋４

＋２１

総数 未点検部位 （点検済部位） （未点検部位）

主要点検部位 ５５４　＜５５４＞ 　　0　 ＜０＞ ３６１　＜３５７＞ ０　＜ ０＞

その他部位 １，６６１　＜１,６４２＞ 　　　４７５　＜４５６＞ ２６４　＜２６０＞ ４１８　＜ ４０１＞

合計 ２，２１５　＜２,１９６＞ 　　　４７５　＜４５６＞

今回点検実施部位　※２
［＜＞内は、定検開始時点］

１，０４３　＜１，０１８＞ 0　＜0＞

0　＜0＞

0　＜0＞

「２次系配管肉厚の管理指針」の点検対象部位　※１
［＜＞内は、定検開始時点］

今回点検実施後の
点検未実施部位

［＜＞内は、定検開始時点］

※３


